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をお送り致します。

2020年の東京オリンピックをターニングポイントの一つと仮定した場合に、今後を占う一つの指標としてご参照下されば幸いです。

～　こだわりとバランス　～
平成30年4月16日

　皆様、こんにちは。「今が買い時！」・「家賃並みの支払いで家が買える！」・「消費税が上がる前に住宅購入を！」等々、住宅購入を

煽るこれらのフレーズについては、実は一般消費者のお客様からすると本当に、ありきたり過ぎて現在では目にも留まらないのではない

でしょうか。又は「もうウンザリ！」といったところではないでしょうか。そんな中、敢えて先日発表された2018年度の「公示地価」の

ことについて、まずはざっと簡単にお話をさせてください。弊社のお膝元「氷川町」地域については２拠点の地価が公表されておりますが、

下記の通り、いずれも地価は上昇しております。※㎡あたりの単価を記載しております。

　　①拠点（草加駅から徒歩約7分の住宅地）　　昨年：204,000円　→→→　今年：214,000円　　★昨年比：10,000円UP！

　　②拠点（草加駅から徒歩約8分の住宅地）　　昨年：159,000円　→→→　今年：163,000円　　★昨年比：4,000円UP！

草加市内でも他の地域にしても、横ばい若しくは上記の通り「上昇」しているところが大半となっておりますので、（今後もぐんぐん上昇

する傾向とは思えない部分もありますが…）まさに「今が買い時です！」⇒⇒⇒なんてことをお伝えしたい訳ではないのですが、例えば、

く対応をしていきます。そして、「🔴地域内」・「🔴駅徒歩🔴分圏内」・「🔴小学校学区域」・「🔴LDK以上」や「🔴㎡以上」等々と

　それでは、本題に入りたいと思います。「買い時だ！」なんだかんだと世間の流れ・風潮がいずれにしましても、私が日々の業務におい

て、ご購入をご検討されているお客様をご対応させて頂いた際に、感じていることについて、お話をさせて頂きたいと思います。

　　結論から申し上げますと・・・・・・・　営業マンの身勝手さ"(-""-)"　　みたいなお話です。

やはり現在、お問合せを頂くお客様の大半、90％ぐらいは「インターネット（Yahoo!不動産やSUUMO、ホームズ等）」経由のお問合せが多

いのですが、特にインターネットからお問合せを頂くお客様については、割と手軽に問合せができる要因もあるせいか、「まだ資料請求

のみの段階」、「住宅購入を考え始めたばかり…」そして、お問合せ後にTEL等で対応しても「まだ色々な希望条件が決まっていない」と

いった感じのお話をされるケースが非常に多いです。もちろん、購入意欲が大変強く、既にかなり煮詰まっている段階のお客様でも、正直

に話すと、強引に「買わされる！」という警戒感から、そういったお話をされるお客様もいらっしゃるかとは思いますが…。いずれにして

も手軽さゆえに、「立地条件等々の希望条件がまだ決まっておらず」と仰っしゃられるお客様が多いのが実情です。そこで、我々の進め方

とすると、どこに勤務しているのか？出身地はどこなのか？ご家族構成は？等々の住宅購入に際し、ポイントとなりそうなことをいくつか、

ご確認させて頂き、おぼろげであったご希望条件を、より具体的なご希望条件に絞っていき、お客様がご検討しやすいようご提案させて頂

しております。それでは、これらを営業マンの身勝手さ無しに物件をご購入頂くにはどうしたらよいか？それこそ、「100％ご希望に沿う

譲れないご希望条件をいくつかに絞り、最終的には２～３物件程度を実際にご検討のテーブルに乗せ、どの物件をご購入されるかご決断を

頂く・・・、こういった流れが今現在、主流とされる進め方ではないかと思っております。他業者さんと競合していることもありますし、

弊社でお取引頂いたお客様であっても、なかなかこのようにスムーズに進むこともないのですが…。そして、ここからが本日のコラムの

ポイントになります。それは、色々なお話をお客様とさせて頂き、立地やその他のご希望条件がある程度絞れてきた段階で、逆にその絞れ

てきたご希望条件に、あまりにも固執しすぎる事態になってしまうことなんです。例えば、「南向き！」をご希望条件の一つとした場合、

立地条件は◎、間取・広さも◎、しかし、バルコニーの方位が「東向き"(-""-)"」、又は多少東に振れている「南向き！」、いわゆる南東

向き。なんていう物件の時に、「やっぱり向きの条件は譲れない！」といったことになることもしばしば。こういった時に、営業マンは

本当に勝手なもので、口には出さずとも本心としては「多少東に振れているぐらいの南東向きだから、それこそ多少妥協していただけない

かな？？？」なんて勝手なことも考えてしまうものなんです。営業マンが主導して、ご希望条件を絞る→→→ご希望条件に80～90％見合う

物件をご検討頂く。→→→残り10～20％の条件は妥協して！。。。と、100％ご希望に沿う物件は世の中にはない！とお客様も、もちろん

営業マンも認識はしているのは概ね事実としても、客観的にみると非常に営業マンの身勝手さが、ある意味では象徴されているような気も

物件が無い」のは事実ですから（決めつける訳ではございませんが…）、100％を追い求めて永遠と探し続ける！これもやはり現実的では

ない気がします。最後は、タイトルにある通り、「バランス」ではないかと思います。これも月並みな表現となりますが、最後はいかに

多少の妥協をしながら、そして、最後は「バランス！」でご決断される！これらを頭の片隅において頂ければ幸いに存じます！

　次回のコラムは・・・ ～リゾート地の今は・・・～

「妥協できるか？」特に高額な住宅購入については、この「妥協」ができるか否かが購入のご決断を頂く際のポイントかと思います。先日

ご契約頂いたお客様の場合ですが、最終的に候補になったのが2物件。その2物件の中で、①価格を優先して、立地を妥協するか？②立地を

優先して、価格（月々のご返済）を妥協するか？の二者択一の状況で、当初は①を選択し、お申込み手続をされたのですが、一晩考えた

挙句に最終的には②を選択することに変更し、無事にご契約に至った次第です。簡単に申し上げるつもりはないのですが、やっぱり住宅

購入の難しさはここ、いかに「バランスよく、妥協できるか！」にかかっていると思います。多少、本題と脱線した面がありますが、一番

お伝えしたかった事は住宅購入は、ある程度の「こだわり」がないと前に進みません。ただし、最後には「こだわり」にこだわりつつ、


